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【緒言】金ナノ粒子(AuNP)が光を吸収することで局在表面プラズモンが励起され、それが熱失活

することで、粒子近傍に熱を放出する。この現象は光熱効果と呼ばれ、ガン治療や加熱反応など

に応用されてきたが、熱源となる金ナノ粒子の精密な位置制御が課題であった。そこで本研究で

は、走査プローブとして使用可能な銀ナノワイヤ上に金ナノ粒子を析出 (Au-AgNW) させ、局所

的な加熱を行った。 

【実験結果と考察】Au-AgNW の合成：ポリオール

法で合成された AgNW をガラス基板上にスピンコ

ートし、さらにその上に塩化金(Ⅲ)酸水溶液 (3 

µM, pH = 11) を滴下した。AgNW の先端にレーザ

ー(波長 488nm, 出力~3 mW, 開口数 0.85, 対物レン

ズ 60 倍) を 50 秒間照射したところ、AgNW 上に

10~30 nm ほどのナノ粒子が析出している様子が観

察された (Fig.1(a)) 。また、EDX (Energy-dispersive 

X-ray spectroscopy) Mapping 像 (Fig.1(b)) から、析

出したナノ粒子が金であることが確認された。 

光熱効果の観測： 水中で Au-AgNW の AuNP に、

レーザー(波長 633nm, 出力 ~7 mW, 開口数 0.85, 

対物レンズ 60 倍)を照射すると、気泡が形成さ

れ、水が沸点に達したことが確認された 

(Fig.2(a))。また、温度応答性の PNIPAM 溶液中で

同様の実験を行うと、AuNP 近傍において下限臨界

溶液温度に起因する溶液の白濁化が起こった

(Fig.2(b))。これは、AuNP の光熱効果によって、粒

子近傍が昇温されたためであると考えられる。以

上のことより、析出させた AuNP が加熱源として利用できることが明らかとなった。 
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Fig.1 (a) SEM image of AuNPs on AgNW, (b) EDX 

mapping: superposition of Au and Ag. 

 

 

Fig.2 Microscopic images of AuNPs on AgNWs 

(left) and after laser irradiation (right), (a) water, (b) 

PNIPAM solution. 
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